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昭和46年　呉市川尻町生まれ
　　　　　祖父は坪川蔵之助（元川尻町長）
　　　　　父は坪川禮巳（元広島県議会議員、
　　　　　　　　　　　　清水ヶ丘学園理事長）
平成元年　広島県立広高等学校卒業（40期）
平成５年　明治大学理工学部工業化学科卒業
平成５年　ライオン株式会社研究開発本部入社
平成９年　株式会社　坪川毛筆刷毛製作所入社
平成21年　呉広域商工会青年部長
平成25年　呉法人会青年部会長
平成31年　広島県議会議員　初当選
令和元年　常任委員会　建設委員
　　　　　特別委員会　地域魅力向上・健康を支える
　　　　　　　　　　　社会基盤強化対策特別委員
令和２年　常任委員会　総務委員

公益財団法人呉法人会　理事
呉間税会　豊田支部長
呉広域商工会　監事
川尻毛筆事業協同組合　理事長
地方創生セミナー　副委員長

プロフィール 現在は…

SNSで日々の活動を配信中！！

坪川竜大

坪川たつひろ

自由民主党広島県議会大志会
広島県議会議員《呉市選挙区》

坪川たつひろ
総務委員、地域魅力向上・健康を支える社会基盤強化対策特別委員

拝啓 皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
平素より私の政治活動にご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
新型コロナウィルス感染拡大防止のために、在宅テレワークなど、新しい生活様式のもと日本社会の
価値観・行動が大きく変化する時代となりました。
しかし、豪雨災害からの復旧・復興や広島経済の立て直しは待ったなしで、前へ進めなければなりませ
ん。
引き続き、広島県民のために被災地域のために真面目にブレずに是々非々で取り組んでいきたいと
思います。また、県政報告会を予定しておりましたが、コロナウィルス感染拡大防止のため、延期する
ことといたしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

令和２年８月吉日　坪川　竜大

ご　挨　拶

料金別納
郵　便

郵便区内特別



安芸灘大橋早期無料化に関する請願に賛成意見 7月豪雨災害天応地区慰霊祭に参列 8月6日　平和記念式に参列新原市長と市政懇談

坪川たつひろの活動
6月 8月 8月7月

① 一般国道１８５号　広～仁方バイパス　早期完成
② 呉平谷線の早期完成
③ 関前諸島架橋構想（しまなみ海道と安芸灘とびしま街道を結ぶ観光周遊ルート）
④ 一般国道４８７号　南伸ルート・湾内アクセスの実現
⑤ 東広島・呉自動車道　阿賀ICの立体化、渋滞対策

魅力的な
呉の実現へ
向けて

●補正予算　可決
　■総額７２３億4千百万円　増額の１兆２,０６３億３,７７０万円
●コロナ感染症対策
　■目標 ： PCR検査能力 １日２７０⇒４４０件　今年度中に２４００件
　■ECMO計４台 人工呼吸器購入済２台、計５０台発注予定　
●災害関連工事の進捗状況（５月末時点）
　■公共土木施設　 　　　　　　２,５５０箇所中１,８６８箇所工事着手（うち985箇所完了）
　■農地・農業用施設　　　　　　　４,４５６箇所中１,１５０箇所工事完了
　■砂防・治山の災害関連緊急事業　１７０箇所中１５７箇所工事着手（うち４２箇所完了）
●安芸灘大橋の早期無料化の請願
　■結果 ： 不採択

令和2年広島県議会6月定例会

●新型コロナウィルス感染症緊急対応補正予算　可決
　■４５３憶1千８百万円

令和2年広島県議会4臨時会

令和2年7月20日　地域魅力向上・健康を支える社会基盤強化対策特別委員会
●新型コロナウィルス感染症へ対応について質問
　■資金繰りに苦しむ医療機関からの相談状況について
　■経営難の医療機関の救済に向けた検討について
　https://www.youtube.com/watch?v=t6iZT4Cu9hQ&feature=youtu.be　49：55～54：25

委員会の様子は
コチラ

令和2年6月26日　建設委員会
●安芸灘大橋早期無料化の請願について賛成意見
　■全文 「血の叫び」
安芸灘大橋早期無料化に関する請願について賛成の立場で意見させていただきます。
広島県道路公社が管理する安芸灘大橋の収支等の状況ですが、直近である令和元年度末の未償還額は約３４億円、損失補填引当金は
約１２億円だと思います。引当金を償還に回せば２２億円ということになります。
今後、維持管理が必要なのはわかりますが、本当に無料化は難しいことなのでしょうか？先般、高速5号線、二期トンネルでは何億とい
う工事費が増額されました。島民からすれば、それに比べれば安いものではないかということです。
2月の私の一般質問における、知事の答弁では「呉市と相互に連携して振興策を積極的に推進する」　とのことでしたが、その後、振興
策についての具体策は示されていないようです。
呉市は１８歳以下の子供を持つ世帯を対象として回数券１００回券あたり、1万円を助成する策を打ち出しました。
私の支援者の中には、安芸灘大橋無料化のために、数千万単位での寄付を望まれ、償還の一部に当ててほしいという方もおられまし
た。それは難しいということで寄付金を島しょ部の振興策に使用していただくということになりました。
このような動きがある中、県が何もしないのはいかがなものか？と思います。
これらの問題が、広島県の人口減少の原因の一つになっているのではないでしょうか？
利用推進も含め、前向きに検討していかなければならない問題と思います。
まさに「血の叫び」であります。　以上です。
https://www.youtube.com/watch?v=VhES-OUIpY0&feature=youtu.be　6：50～8：57

委員会の様子は
コチラ


